
 

 (2)基調講演『“アパラチアン・トレイル”に学ぶ九州自然歩道再生へのいざない』講演抄録 

（講師：加藤則芳氏） 

1)アパラチアン・トレイルについて 

○アメリカ合衆国のジョージア州からメイン州に至る、14 州を貫く 2,200mile(3,500km)のロングトレイ

ル（旅程 6ヶ月＝187 日）。 

○大自然の資源を活かすことを基本とし、施設整備は最低限（シェルター，野外トイレ，白色ペイントの

簡易な誘導標識等）。 

○アパラチアン・トレイルの魅力は大自然のみならず、文化的・歴史的・文学的魅力や政治的・宗教的興

味も加わり、ヨーロッパ系アメリカ人の心の故郷となっている。 

○さらに優れた点としては、国の国立公園局が所管する施設でありながらも、『アパラチアン・トレイル

管理委員会』が維持管理を統括する官民協働の管理体制にある。 

○当該委員会には 31 のメンテナンス団体が所属し、全てがボランティアで運営されているトレイルの維

持管理システムが挙げられる。 

○維持管理に関わるボランティアには、トレイルの状態を監視する『リッジランナー』や、管理作業を行

う『メインテナー』等、が活動し、オーバーユース箇所のリルート（迂回）措置等生態系に配慮した管

理がなされている。 

○さらに、飲み物の提供やピザのデリバリー、車での送迎や手回り品の配送等、『トレイルエンジェル』

と呼ばれる地元住民がトレイル利用者のサポートを行う等、お金だけでのつながりである“ゲゼルシャ

フト”ではなく、心のつながりである“ゲマインシャフト”を体感できる文化がある。 

 

2)ロングトレイルの魅力について 

○日本のトレイルは、つまり登山道。ほぼすべてことごとくピークを目指すトレイル。それは古来からの

山岳宗教とヨーロッパからのアルピニズムの合体によってできた、日本独特の文化。これは素晴らしい

山岳文化。 

○一方、アメリカには高みを目指すトレイルが少ない。ほとんどのハイカー（バックパッカー、トレッカ

ー）は、ピークを目指すことではなく、自然そのものを謳歌する。そして人、社会、文化と自然とのあ

りかたをたどる歩きを楽しんでいる。そのようなトレイルをロングトレイルという。 

○ロングトレイルの魅力は、誰でもが、それぞれの知識、技術、体力に応じた歩きで、目的を達成できる

こと。また、何回かに分けて歩くことができる“セクション”を楽しむこともできる。一方、山は、そ

れができない。その達成感はピークを達成したのと同じものがある。 

○長距離自然歩道の魅力は人と自然が奏でるハーモニー。（里山に通じる） 

 

3)九州自然歩道の現状について 

○1975 年（昭和 50 年）に 我が国の 2 番目の長距離自然歩道として九州自然歩道が整備されたが、現在

では大半が管理不足により朽ち果ててしまっている。 

○九州自然歩道では、九州でしか見られない景色等多数の資源があり、大変もったいない状況にある。 

○ボランティアによる管理運営システム構築の機運が高まっている今こそ再生していくべきである。 

 

4)九州自然歩道再生にあたっての基本理念について 

○全県を繋ぐネックレスとして、九州一帯のシンボルとする。 

○歩く人のドラマ性や夢物語を意識した整備を行なう。 

○人と人とが支えあう、絆の自然歩道にする。 

○豊かな自然や歴史・文化を地元の方に再認識していただき、故郷への誇りを持っていただく。 

○学校などの自然教育の場として活用してもらう。 

○持続的な利用のための維持管理システムを作る。 

○国、関係自治体、民間との三者連携を深める。 

○整備活動の主体は民間ヴォランティアで行なう。 

○定期的、持続的な環境調査もヴォランティアで行なう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 





 





 





 





 


